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新
会
員
ご
紹
介
 

事
業
所
名
（
支
部
・
支
部
名
）
 

　
代
表
者
名
　
業
種
 

　
ウ
ィ
ン
デ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
・
東
部
）
 

　
杉
本
憲
一
　
Ｏ
Ａ
機
器
販
売
 

う
え
ま
つ
自
販
（
原
・
西
町
第
二
）
 

　
植
松
　
晃
　
自
動
車
販
売
 

双
葉
化
工
　
（
原
・
東
町
）
 

　
長
沢
達
志
　
建
築
塗
装
防
水
 

喫
茶
店
 
駱
駝
（
原
・
東
部
）
 

　
谷
口
博
国
　
喫
茶
店
 

　
東
栄
産
業
（
原
・
愛
鷹
）
 

　
長
　
亘
男
　
土
木
業
 

か
み
（
戸
田
）
 

　
永
倉
欣
吾
　
農
業
 

柚
工
業
（
原
・
東
部
）
 

　
水
田
寛
幸
　
土
木
建
設
業
 

（株） 

（株） （有） 

確
定
申
告
は
 

　

お
早
め
に
 

沼
津
市
商
工
会
で
は
 

二
月
一
日
か
ら
、
会
員
の
 

確
定
申
告
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

お
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
 

■
申
告
期
限
 

　
所
得
税
　
三
月
十
五
日
 

　
消
費
税
　
三
月
三
十
一
日
 

■
お
問
い
合
わ
せ
 

　
必
要
書
類
、
指
導
日
時
は
原
支

所
、
戸
田
支
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

第
四
回
理
事
会
報
告
 

　
沼
津
市
商
工
会
で
は
、
年
末
の

家
計
応
援
と
地
元
小
売
商
業
の
振

興
の
た
め
、
十
二
月
十
九
日
、
約

十
％
お
得
な
「
歳
末
お
買
得
商
品

券
」
を
原
支
所
、
戸
田
支
所
に
お

い
て
同
時
発
売
し
ま
し
た
。
販
売

前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
約
二

時
間
で
完
売
し
ま
し
た
。
 

　
仕
事
始
め
の
日
、
新
年
の
ご
挨

拶
に
伺
い
ま
し
た
。
松
永
会
長
な

ど
本
商
工
会
の
正
副
会
長
と
沼
津

商
工
会
議
所
正
副
会
頭
と
合
同
で

訪
問
し
、
今
年
の
抱
負
な
ど
を
語

り
合
い
ま
し
た
。
 

（
表
紙
写
真
）
 

輝
く
龍
の
登
場
 

　
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
、
戸
田

地
区
の
中
央
桟
橋
前
に
、
巨
大
な

龍
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
登
場

し
ま
し
た
、
地
区
内
の
観
光
協
会

員
、
商
工
会
員
の
有
志
が
手
作
り

で
製
作
し
た
も
の
で
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
製
作
に
は
三
日
間
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
約
七
〇
〇
〇
個
を
使
用
し
、
新

年
の
干
支
に
ち
な
み
、
躍
動
す
る

龍
の
姿
と
『
賀
正
』
の
文
字
を
輝

か
せ
て
い
ま
す
。
 

　
一
月
末
ま
で
毎
日
、
夕
方
五
時

か
ら
点
灯
し
て
い
ま
す
。
 

　
原
・
浮
島
地
区
の
皆
さ
ん
に
も

是
非
見
に
来
て
頂
き
た
い
。
 

　
本
年
度
第
四
回
目
の
理
事
会
が
、

十
二
月
十
六
日
、
戸
田
支
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
始
め
に
、
来
年

度
の
役
員
改
選
を
控
え
、
候
補
者

選
び
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
次
に
、
前
回
の
理
事
会
以

降
に
加
入
申
込
み
の
あ
っ
た
三
事

業
所
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
新
規

加
入
が
承
諾
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
一
月
十
七
日
に
開
催

さ
れ
る
「
新
春
講
演
会
（
講
師
・

　
静
岡
経
済
研
究
所
専
務
理
事
中

嶋
壽
志
氏
、
演
題
・
激
変
し
た
経

済
環
境
と
静
岡
県
〜
が
ん
ば
れ
中

小
企
業
〜
）
」
と
「
新
春
会
員
交

流
会
」
の
実
施
内
容
、
歳
末
の
買

い
物
を
応
援
す
る
恒
例
の
「
歳
末

お
買
い
得
商
品
券
」
の
発
行
、
ま

た
、
十
月
か
ら
取
組
ん
で
い
る
「
組

織
財
政
強
化
推
進
月
間
」
の
推
進

状
況
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
次
に
、
事
務
局
職
員
の
給
与
改

正
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、
県
下

商
工
会
の
給
与
算
定
基
準
改
定
に

基
づ
き
、
若
年
層
を
除
く
給
与
の

減
額
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

次
回
理
事
会
に
つ
い
て
は
、
三
月

二
十
二
日
に
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
他
、
事
務
局
か
ら
、
年
末

の
緊
急
金
融
相
談
に
応
じ
る
窓
口

開
設
や
、
第
三
回
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
の
結
果
と
入
賞
作
カ
レ
ン
ダ
ー

の
作
成
配
布
、
東
部
六
商
工
団
体

の
共
催
で
開
催
す
る
「
新
春
広
域

懇
談
会
」
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
 

 

歳
末
お
買
得
商
品
券
の
発
行
 

（財） 

栗
原
市
長
と
賀
詞
交
歓
 

本商工会で商標登録取得 
 

富士山の麓で生産される 
お茶をイメージし､主に 
海外向けに作りました 

〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉 
 

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉 

TOPIX

沼
津
市
商
工
会 

会
長 

松
永
公
良 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
昨
年
は
、
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故

を
思
い
、
誰
も
が
大
き
な
悲
し
み

を
感
じ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
 

 
又
、
世
界
各
地
で
多
雨
、
台
風

に
よ
る
洪
水
と
水
害
が
多
発
し
、

タ
イ
の
国
に
進
出
し
て
い
る
自
動

車
産
業
を
中
心
に
、
日
本
経
済
へ

の
影
響
も
大
変
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
世
界
中
で
異
常
気
象

が
発
生
し
、
地
震
以
上
の
課
題
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
球

温
暖
化
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象
の
関

連
性
を
探
る
調
査
に
よ
る
と
、
温

暖
化
に
よ
っ
て
猛
暑
が
増
え
た
可

能
性
を
『
非
常
に
高
い
』
と
し
、

大
雨
が
増
え
た
可
能
性
に
つ
い
て

も
『
高
い
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
最
近
の
富
士
の
お
山
の
雪
景
色

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
正
月
の
富
士

山
で
は
な
い
で
す
ね
。
春
の
お
山

の
よ
う
で
す
ね
。
こ
れ
も
温
暖
化

の
影
響
で
し
ょ
う
か
？
 

　
地
球
は
誕
生
し
て
四
十
六
億
年

の
永
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
想
像

で
き
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
地
球
温
暖

化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
 

　
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
は
、

四
季
の
変
化
を
奪
い
日
本
古
来
の

美
し
い
情
緒
が
失
わ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
サ
ク
ラ
や
紅
葉
を
楽
し
み
、

旬
の
食
べ
物
を
味
わ
う
、
四
季
の

折
々
を
楽
し
む
文
化
が
未
来
に
続

い
て
い
く
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

　
厳
し
い
環
境
下
、
本
商
工
会
も

難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

 
本
年
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
 

ご
あ
い
さ
つ 

2月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

   原支所 
   2月  6日  決算確定申告個別相談会 
    　  8日  　　　　　〃 
        19日  商業部会視察研修会 
    7～23日  写真コンテスト受賞作品 
                展示（原地区センター） 
   16～29日  住民無料税務相談会 
                              （商工会館2Ｆ） 
   戸田支所 
   2月 15日  決算確定申告個別相談会 
 
 
 

（土日除く） 



戸
田
漁
協
 

水
産
物
加
工
直
売
所
 

へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
め
ぐ
り
 8

　
今
回
の
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん

は
、
お
な
じ
み
の
メ
ギ
ス
、
ト

ロ
ボ
ッ
チ
、
マ
イ
カ
の
す
り
身

に
、
人
参
と
玉
葱
を
加
え
て
揚

げ
た
、
昔
な
が
ら
の
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
言
わ
ば
『
王
道
』
の

ス
タ
イ
ル
で
す
。
 

　
戸
田
漁
協
直
営
の
水
産
物
加

工
直
売
所
で
は
、
そ
の
は
ん
ぺ

ん
を
冷
凍
し
た
状
態
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
　
　
 

　
自
宅
で
レ
ン
ジ
ま
た
は
フ
ラ

イ
パ
ン
で
温
め
れ
ば
、
い
つ
で

も
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
冷
凍
の
す

り
身
の
み
の
販
売
も
し
て
い
る

の
で
、
お
好
み
の
野
菜
な
ど
、

好
き
な
具
材
を
混
ぜ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
は
ん
ぺ
ん
を
作
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
　
 

　
こ
れ
か
ら
冬
の
本
格
的
な
寒
さ

の
時
期
を
迎
え
る
の
で
、
お
で
ん

の
タ
ネ
や
、
湯
豆
腐
、
お
鍋
の
具

材
に
し
て
食
べ
て
も
美
味
し
い
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
試
し
て
み
て
く
だ

さ
い
、
と
の
事
。
 

　
お
店
で
は
、
こ
の
他
に
も
『
漁

協
直
営
』
の
名
の
通
り
、
そ
の
日

に
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
を
中
心

に
、
戸
田
の
美
味
し
い
味
覚
が
所

狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。
 

　
通
信
販
売
も
行
っ
て
い
て
、
戸

田
漁
協
特
選
の
海
産
物
セ
ッ
ト
を

ク
ー
ル
便
で
発
送
し
て
貰
え
ま
す
。

自
分
で
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
贈

り
物
な
ど
に
も
是
非
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？
 

【
お
店
情
報
】
 

営
業
時
間
 
八
時
〜
十
七
時
 

定
休
日
 
水
曜
日
 

電
話
 
〇
一
二
〇
　
七
七
　
二
〇
八
〇
 

　
　
　
〇
五
五
八
　
九
四
　
二
〇
八
〇
 

：  

：  

：  

共同浴場『壱の湯』 　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

我
が
国
の
在
り
方
が
国
内
外
に
報

道
さ
れ
た
年
で
し
た
。
又
、
原
発

事
故
に
も
振
り
廻
さ
れ
種
々
の
意

味
で
震
災
に
加
え
て
の
風
評
被
害

等
で
経
済
の
低
迷
が
余
儀
な
く
さ

れ
て
居
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

こ
そ
『
正
し
い
事
』
は
何
で
あ
る

か
考
え
て
、
明
日
に
向
っ
て
力
強

く
活
動
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
 

副会長 

尾鷲 綱三  
副会長 

掛橋 弘  

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
清
々

し
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
昨
年
は
三
月
十
一
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

日
本
経
済
が
大
き
く
変
わ
っ
た
年

で
し
た
。
我
々
地
域
の
商
工
会
と

し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
会
員
の
皆

様
の
経
営
向
上
に
何
が
出
来
る
か

考
え
行
動
す
る
商
工
会
に
な
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

〒410-3402　 
沼津市戸田美浜海岸3878-20 
TEL 0558-94-3048（代） 
URL http://www.isaba.co.jp 
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                     TEL 0558-94-3333 
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創業明治参年 味わいの宿 
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企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

  

戸
田
支
所
だ
よ
り
 

温泉スタンドで温泉を自宅で楽しめます。 温泉スタンドで温泉を自宅で楽しめます。 

寒
い
冬
は
戸
田
温
泉
で
 

 

　
戸
田
温
泉
は
、
昭
和
六
一
年
に

湧
き
出
し
た
、
伊
豆
で
一
番
新
し

い
温
泉
で
す
。
 

　
泉
質
は
無
色
透
明
の
ナ
ト
リ
ウ

ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
　
硫
酸
塩
泉
。

主
に
皮
膚
病
や
高
血
圧
、
動
脈
硬

化
や
関
節
痛
な
ど
に
効
能
が
あ
り

ま
す
。
臭
い
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

お
肌
が
ス
ベ
ス
ベ
に
な
る
の
で
女

性
の
方
を
中
心
に
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
 

　
共
同
浴
場
『
壱
の
湯
』
で
は
湯

船
に
浸
か
る
だ
け
で
な
く
、
飲
泉

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

　
本
格
的
な
冬
到
来
で
寒
さ
の
厳

し
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
戸
田
温

泉
で
高
足
ガ
ニ
や
手
長
エ
ビ
な
ど
、

珍
し
い
深
海
魚
料
理
と
併
せ
て
お

楽
し
み
下
さ
い
！
 

　
戸
田
温
泉
へ
お
越
し
下
さ
い
。
 

生け簀の手長エビ オーソドックスな 
　　　へだトロはんぺん 

『
正
し
い
事
』 

商
業
部
会
長
　
中
嶋
國
晴
 

 
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
昨
年
は
震
災
・
津
波
・
原
発
・

台
風
等
の
災
害
、
又
欧
州
の
経
済

危
機
、
異
常
な
円
高
と
想
像
で
き

な
い
事
の
多
い
年
で
し
た
。
今
年
、

急
激
に
景
気
が
好
転
す
る
事
は
困

難
で
し
ょ
う
が
、
地
域
の
商
工
会

と
し
て
会
員
相
互
の
力
で
活
力
の

あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

建
設
業
関
連
部
会
長
 

　
　
　
　
　
　
久
保
田

正
彦
　

　
昨
年
は
想
定
外
の
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
面

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
 

　
今
年
は
混
乱
の
終
息
に
向
け
た

取
り
組
み
が
、
具
体
的
に
行
わ
れ

効
果
を
あ
げ
て
行
く
と
思
い
ま
す
。

経
済
不
安
を
抱
え
た
中
で
建
設
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
好
転
す
る
の

は
、
難
し
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
部
会
の
皆
様
は
、
生
き

残
り
の
方
法
を
模
索
し
力
強
く
前

進
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
 

女
性
部
副
部
長
 
杉
原
勢
津
子
 

　
年
の
初
め
の
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
は
と
て
も
切
な
い

年
で
し
た
が
、
穏
や
か
な
三
が
日

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

　
辰
年
は
今
ま
で
も
、
飛
躍
の
年

で
し
た
。
十
二
年
前
は
Ｉ
Ｔ
景
気

で
し
た
し
、
そ
の
前
の
辰
年
は
バ

ブ
ル
の
最
中
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。
 

　
龍
の
如
く
天
空
を
駆
け
巡
り
飛

躍
の
一
年
で
あ
る
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
 

青
年
部
長
　
林
　
正
通
　
　
 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
二
〇
一
一
年
は
日
本
に
と
っ
て

試
練
の
年
で
あ
り
、
そ
し
て
新
た

な
転
換
点
と
な
る
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
我
々
の
世
代
（
青

年
部
）
が
主
体
と
な
っ
て
沼
津
市

商
工
会
と
沼
津
市
を
盛
り
上
げ
る

時
代
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
二

〇
一
二
年
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
 

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
長
 

　
　
　
　
　
　
 
 川
合
健
次
 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

御
座
い
ま
す
。
昨
年
は
、
大
震
災
、

原
発
事
故
に
よ
り
未
曾
有
の
被
害

と
な
り
、
観
光
交
流
人
口
は
激
減

し
ま
し
た
。
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

は
、
観
光
交
流
人
口
の
増
大
を
計

り
地
域
経
済
の
発
展
を
期
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
員
一
人
一
人
が

目
的
意
識
を
持
ち
、
そ
の
力
を
結

集
し
こ
の
閉
鎖
感
を
打
破
し
ま
し

ょ
う
。
 

工
業
部
会
長
　
大
村
保
二
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
や
タ
イ

の
大
洪
水
等
の
問
題
で
工
業
関
係

も
直
接
的
、
間
接
的
な
影
響
を
受

け
ま
し
た
。
又
、
円
高
や
株
価
の

低
迷
に
よ
り
景
気
が
停
滞
し
先
行

不
透
明
な
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
益
々
商
工
会
の
役
割
は
大
き

く
会
員
へ
の
情
報
の
提
供
や
地
域

の
活
性
化
に
努
め
、
こ
の
難
局
を

乗
越
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
一
月
一
日
、
恒
例
の
黒
潮
太
鼓

新
年
初
だ
た
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
昨
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大

震
災
を
受
け
、
今
年
は
「
元
気
を

出
し
て
明
る
く
生
き
る
」
を
テ
ー

マ
に
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
を
願

い
、
戸
田
地
区
内
三
ヶ
所
に
て
太

鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
ま
し
た
。
 

　
私
達
「
戸
田
黒
潮
太
鼓
保
存
会

員
一
同
」
日
本
中
が
元
気
に
明
る

く
過
ご
せ

る
よ
う
こ

れ
か
ら
も

地
域
よ
り

盛
り
上
げ

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
の
で
、

今
後
共
ご

声
援
宜
し

く
お
願
い

致
し
ま
す
。
 

黒
潮
太
鼓
新
年
初
だ
た
き
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だ
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ん
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り
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店
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情
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七
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〇
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二
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：  

：  
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共同浴場『壱の湯』 　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
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東
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に
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り
、
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迷
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こ
そ
『
正
し
い
事
』
は
何
で
あ
る
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考
え
て
、
明
日
に
向
っ
て
力
強
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活
動
し
て
行
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ま
し
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う
。
 

副会長 
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し
て
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と
う

ご
ざ
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。
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。
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来
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な
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中
が
元
気
に
明
る

く
過
ご
せ

る
よ
う
こ

れ
か
ら
も

地
域
よ
り

盛
り
上
げ

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
の
で
、

今
後
共
ご

声
援
宜
し

く
お
願
い

致
し
ま
す
。
 

黒
潮
太
鼓
新
年
初
だ
た
き
 

漁協直営店内 漁協直営店内 

！
 



戸田中央桟橋のイルミネーション「干支の龍と賀正」（戸田中央桟橋のイルミネーション「干支の龍と賀正」（4面に詳細）面に詳細） 戸田中央桟橋のイルミネーション「干支の龍と賀正」（4面に詳細） 

新
会
員
ご
紹
介
 

事
業
所
名
（
支
部
・
支
部
名
）
 

　
代
表
者
名
　
業
種
 

　
ウ
ィ
ン
デ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
・
東
部
）
 

　
杉
本
憲
一
　
Ｏ
Ａ
機
器
販
売
 

う
え
ま
つ
自
販
（
原
・
西
町
第
二
）
 

　
植
松
　
晃
　
自
動
車
販
売
 

双
葉
化
工
　
（
原
・
東
町
）
 

　
長
沢
達
志
　
建
築
塗
装
防
水
 

喫
茶
店
 
駱
駝
（
原
・
東
部
）
 

　
谷
口
博
国
　
喫
茶
店
 

　
東
栄
産
業
（
原
・
愛
鷹
）
 

　
長
　
亘
男
　
土
木
業
 

か
み
（
戸
田
）
 

　
永
倉
欣
吾
　
農
業
 

柚
工
業
（
原
・
東
部
）
 

　
水
田
寛
幸
　
土
木
建
設
業
 

（株） 

（株） （有） 

確
定
申
告
は
 

　

お
早
め
に
 

沼
津
市
商
工
会
で
は
 

二
月
一
日
か
ら
、
会
員
の
 

確
定
申
告
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

お
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
 

■
申
告
期
限
 

　
所
得
税
　
三
月
十
五
日
 

　
消
費
税
　
三
月
三
十
一
日
 

■
お
問
い
合
わ
せ
 

　
必
要
書
類
、
指
導
日
時
は
原
支

所
、
戸
田
支
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

第
四
回
理
事
会
報
告
 

　
沼
津
市
商
工
会
で
は
、
年
末
の

家
計
応
援
と
地
元
小
売
商
業
の
振

興
の
た
め
、
十
二
月
十
九
日
、
約

十
％
お
得
な
「
歳
末
お
買
得
商
品

券
」
を
原
支
所
、
戸
田
支
所
に
お

い
て
同
時
発
売
し
ま
し
た
。
販
売

前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
約
二

時
間
で
完
売
し
ま
し
た
。
 

　
仕
事
始
め
の
日
、
新
年
の
ご
挨

拶
に
伺
い
ま
し
た
。
松
永
会
長
な

ど
本
商
工
会
の
正
副
会
長
と
沼
津

商
工
会
議
所
正
副
会
頭
と
合
同
で

訪
問
し
、
今
年
の
抱
負
な
ど
を
語

り
合
い
ま
し
た
。
 

（
表
紙
写
真
）
 

輝
く
龍
の
登
場
 

　
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
、
戸
田

地
区
の
中
央
桟
橋
前
に
、
巨
大
な

龍
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
登
場

し
ま
し
た
、
地
区
内
の
観
光
協
会

員
、
商
工
会
員
の
有
志
が
手
作
り

で
製
作
し
た
も
の
で
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
製
作
に
は
三
日
間
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
約
七
〇
〇
〇
個
を
使
用
し
、
新

年
の
干
支
に
ち
な
み
、
躍
動
す
る

龍
の
姿
と
『
賀
正
』
の
文
字
を
輝

か
せ
て
い
ま
す
。
 

　
一
月
末
ま
で
毎
日
、
夕
方
五
時

か
ら
点
灯
し
て
い
ま
す
。
 

　
原
・
浮
島
地
区
の
皆
さ
ん
に
も

是
非
見
に
来
て
頂
き
た
い
。
 

　
本
年
度
第
四
回
目
の
理
事
会
が
、

十
二
月
十
六
日
、
戸
田
支
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
始
め
に
、
来
年

度
の
役
員
改
選
を
控
え
、
候
補
者

選
び
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
次
に
、
前
回
の
理
事
会
以

降
に
加
入
申
込
み
の
あ
っ
た
三
事

業
所
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
新
規

加
入
が
承
諾
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
一
月
十
七
日
に
開
催

さ
れ
る
「
新
春
講
演
会
（
講
師
・

　
静
岡
経
済
研
究
所
専
務
理
事
中

嶋
壽
志
氏
、
演
題
・
激
変
し
た
経

済
環
境
と
静
岡
県
〜
が
ん
ば
れ
中

小
企
業
〜
）
」
と
「
新
春
会
員
交

流
会
」
の
実
施
内
容
、
歳
末
の
買

い
物
を
応
援
す
る
恒
例
の
「
歳
末

お
買
い
得
商
品
券
」
の
発
行
、
ま

た
、
十
月
か
ら
取
組
ん
で
い
る
「
組

織
財
政
強
化
推
進
月
間
」
の
推
進

状
況
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
次
に
、
事
務
局
職
員
の
給
与
改

正
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、
県
下

商
工
会
の
給
与
算
定
基
準
改
定
に

基
づ
き
、
若
年
層
を
除
く
給
与
の

減
額
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

次
回
理
事
会
に
つ
い
て
は
、
三
月

二
十
二
日
に
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
他
、
事
務
局
か
ら
、
年
末

の
緊
急
金
融
相
談
に
応
じ
る
窓
口

開
設
や
、
第
三
回
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
の
結
果
と
入
賞
作
カ
レ
ン
ダ
ー

の
作
成
配
布
、
東
部
六
商
工
団
体

の
共
催
で
開
催
す
る
「
新
春
広
域

懇
談
会
」
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
 

 

歳
末
お
買
得
商
品
券
の
発
行
 

（財） 

栗
原
市
長
と
賀
詞
交
歓
 

本商工会で商標登録取得 
 

富士山の麓で生産される 
お茶をイメージし､主に 
海外向けに作りました 

〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉 
 

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉 

TOPIX

沼
津
市
商
工
会 

会
長 

松
永
公
良 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
昨
年
は
、
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故

を
思
い
、
誰
も
が
大
き
な
悲
し
み

を
感
じ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
 

 
又
、
世
界
各
地
で
多
雨
、
台
風

に
よ
る
洪
水
と
水
害
が
多
発
し
、

タ
イ
の
国
に
進
出
し
て
い
る
自
動

車
産
業
を
中
心
に
、
日
本
経
済
へ

の
影
響
も
大
変
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
世
界
中
で
異
常
気
象

が
発
生
し
、
地
震
以
上
の
課
題
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
球

温
暖
化
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象
の
関

連
性
を
探
る
調
査
に
よ
る
と
、
温

暖
化
に
よ
っ
て
猛
暑
が
増
え
た
可

能
性
を
『
非
常
に
高
い
』
と
し
、

大
雨
が
増
え
た
可
能
性
に
つ
い
て

も
『
高
い
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
最
近
の
富
士
の
お
山
の
雪
景
色

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
正
月
の
富
士

山
で
は
な
い
で
す
ね
。
春
の
お
山

の
よ
う
で
す
ね
。
こ
れ
も
温
暖
化

の
影
響
で
し
ょ
う
か
？
 

　
地
球
は
誕
生
し
て
四
十
六
億
年

の
永
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
想
像

で
き
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
地
球
温
暖

化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
 

　
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
は
、

四
季
の
変
化
を
奪
い
日
本
古
来
の

美
し
い
情
緒
が
失
わ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
サ
ク
ラ
や
紅
葉
を
楽
し
み
、

旬
の
食
べ
物
を
味
わ
う
、
四
季
の

折
々
を
楽
し
む
文
化
が
未
来
に
続

い
て
い
く
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

　
厳
し
い
環
境
下
、
本
商
工
会
も

難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

 
本
年
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
 

ご
あ
い
さ
つ 

2月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

   原支所 
   2月  6日  決算確定申告個別相談会 
    　  8日  　　　　　〃 
        19日  商業部会視察研修会 
    7～23日  写真コンテスト受賞作品 
                展示（原地区センター） 
   16～29日  住民無料税務相談会 
                              （商工会館2Ｆ） 
   戸田支所 
   2月 15日  決算確定申告個別相談会 
 
 
 

（土日除く） 


